
（3）館林市議会だより　　　（ 3. 11. 1 ）

財
政
は
来
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
、
巨
額
の
財
源
不
足

が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
る
。
地
方
自
治

体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

は
も
と
よ
り
、
地
域
の
防
災
・

減
災
、
雇
用
の
確
保
、
地
球
温

暖
化
対
策
な
ど
の
喫
緊
の
課
題

に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
医
療

介
護
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
し

た
社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
費
な
ど
将

来
に
向
け
増
嵩
す
る
財
政
需
要

に
見
合
う
財
源
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
財
源
確

保
の
た
め
、
５
項
目
か
ら
な
る

地
方
税
制
の
充
実
確
保
を
求
め

る
意
見
書
を
国
に
対
し
て
提
出

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

▽
継
続
調
査
に
つ
い
て

　

各
常
任
委
員
長
か
ら
、
議
会

閉
会
中
の
所
管
行
政
調
査
申
請

書
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
に
て

各
常
任
委
員
長
の
申
し
出
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

金
に
積
立
て
し
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
含
む
４
億

７
９
２
５
万
４
６
４
６
円
を
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
決
算
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
、
歳
入

77
億
３
１
８
４
万
１
９
１
６
円
、

歳
出
75
億
７
２
５
４
万
８
９
６

３
円
。
介
護
保
険
特
別
会
計
が
、

歳
入
69
億
６
７
６
０
万
９
２
９

３
円
、
歳
出
64
億
７
９
０
１
万

１
６
６
４
円
。
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
が
、
歳
入
９
億
７

６
３
０
万
４
２
５
１
円
、
歳
出

９
億
４
５
９
７
万
３
９
９
９
円

で
、
い
ず
れ
の
特
別
会
計
も
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
館
林
市
議
団
か

ら
反
対
討
論
が
、
緑
水
ク
ラ
ブ

か
ら
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
２
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
＝
令
和
２
年

度
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
に
つ

い
て
は
、
当
年
度
純
利
益
１
億

１
５
９
１
万
３
５
５
４
円
の
う

ち
、
８
０
０
０
万
円
を
減
債
積

立
金
に
積
み
立
て
、
残
額
の
３

５
９
１
万
３
５
５
４
円
を
翌
年

度
へ
繰
越
利
益
剰
余
金
と
し
て

処
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地

方
公
営
企
業
法
第
32
条
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
に
対
し
議
決
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
２
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
＝
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、

収
入
額
15
億
６
４
９
９
万
２
１

６
８
円
、
支
出
額
14
億
２
７
２

６
万
３
６
７
４
円
で
、
消
費
税

調
整
後
の
損
益
計
算
書
上
の
純

利
益
は
１
億
１
５
９
１
万
３
５

５
４
円
と
な
り
、
資
本
的
収
支

に
お
い
て
は
、
収
入
額
４
億
７

８
７
万
８
９
５
６
円
、
支
出
額

10
億
１
４
０
５
万
９
７
７
０
円

で
、
不
足
額
６
億
６
１
８
万
８

１
４
円
に
つ
い
て
は
、
損
益
勘

定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん
し
た

も
の
で
、
採
決
の
結
果
、
全
員

一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
＝
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ま
ん
延
に
よ
り
、
地
域
経
済
に

も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
地
方

総
　
括

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
一
方
、
社
会
保
障
費
が
増

加
し
て
い
く
状
況
に
お
い
て
、

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
や

頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
備
え
、
さ
ら
に
は
地
域

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
対
す
る
取
組
が

求
め
ら
れ
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
国
全

体
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
甚
大
な
影
響
を
受

け
た
。
本
市
で
は
、
国
か
ら
の

交
付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

感
染
症
対
策
、
生
活
支
援
対
策
、

経
済
対
策
の
ほ
か
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
に
対
応
し
た
施
策
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
五
次

総
合
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、

計
画
に
掲
げ
た
様
々
な
事
業
を

実
施
し
た
。

主
な
新
規
事
業

○
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
推
進

事
業

定
住
促
進
通
学
支
援
金
を
創
設

し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

　

９
月
６
日
の
本
会
議
で
、
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
45
号
令
和
２
年
度
館
林
市
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
議
案
第
47
号
令

和
２
年
度
館
林
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は

全
員
一
致
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き

も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
第
46
号
令
和
２
年
度

館
林
市
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い

て
は
全
員
一
致
を
も
っ
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。


